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令和元年 7 月 発行 

発行者：砂山地域集落支援員 阿部久美子 

 拠点施設：ぎょぎょかい めでたや 

 住所：塩谷 1181 電話･告知端末：62-7273 

備えあれば患いなし 
               ～地震・いざという時何ができるか～ 

 

 6/18日 22時 22分、山形県沖を震源とする地震が発生し、村上市府屋で震度 6強を観測しまし

た。 

幸い、砂山地域では大きな被害もなく、家屋の損壊やけが人もありませんでしたが深夜で、しかも

津波注意報が発令され、不安な夜を過ごされたことと思います。 

毎年各集落で、避難訓練を行っていますが、海が近い集落と河川津波に注意しなければならな

い集落など様々です。 

いざという時スムーズに行動できるよう、家族で予め打合せをしておくことが 

大切だと痛感しました。 

 

 1 メートル未満の津波ならプールの水位と同じくら

いかな？避難しないで様子を見ても大丈夫かなと

思いがちですが、30～50 センチで、車が浮き出す

と計算されています。押し寄せてくる水の力は想像

以上です。 

  

自分の命、大切な人の命を守るために、

早め早めの避難を心がけましょう！ 

 



 

 

 

 

                                            

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

すなやま支援員だよりについてご意見、ご希望がございましたら、お気軽にお問合せください。 

E メールアドレス：sunayama-shien@sea.plala.or.jp 

 

 他の集落の人はどこに避難したの？ 

 砂山小学校に避難している方は、ほとんどが塩谷の方で、他の集落から避難してきた

人は 10家族ほどでした。震災後、各集落の方にどこに避難したかを伺ってみると… 

・ 松沢方面に避難した 

・ 道の駅の駐車場で一夜を過ごした 

・ 近所の高台の親戚の家に身を寄せた 

・ 自宅でテレビなど情報を集めながら、待機していた 

・ とりあえず海とは反対側の海抜の高いところに逃げた 

など、みなさん様々でした。 

  

 いざとなってから考えるのではなく、常に備えて、どんな場合でも安心して行動できるように、準備し

ておくことが大切ですね！ 

 


